


















は じ め に
　20世紀のスコットランドの神学界を代表するひとり，トーマス・F・トーランス（Thomas 
Forsyth Torrance : 1913-2007） ［※以下「トーランス」と略す］ のことが日本で論じられる
のは「科学」の文字が頻繁に用いられる文脈かもしれない1。しかし，それはトーランス神
学の特徴の一面であり，トーランスが扱う神学の領域は，三位一体論やキリスト論などの
 1 京都大学の芦名定道らの研究はおもに ｢宗教と科学｣ の関係論の側面からトーランスの神学を考
察する。1980年に日本で訳出された彼の著書『科学としての神学の基礎』（水垣渉・芦名定道共訳，




出版された彼の著書『キリストの仲保』（原題 : Meditation of Christ，芳賀力，岩本龍弘訳 ［2011年，
キリスト新聞社］）でも，トーランスは「科学的神学の提唱者」として紹介されている。







たロバート・ブルース（Robert Bruce : 1554?-1631）が 1590年に出版した説教集『主の








　トーランスは 1957年に『キリストの到来と再臨の時（When Christ Comes and Comes 









 2 例えば，1955年に出版した “Royal Priesthood : A Theology of Ordained ministry”は，スコットラン
ド教会とイングランド教会とのエキュメニカルな協調関係を模索しつつ，教会がなすべきつとめ（ミ
ニストリー）の本性について論じた書物である。そして 1960年に出版した “Conflict and Agreement in 































 3 Alister McGrath, T.F. Torrance : An Intellectual Biography （T&T CLARK, 1999），p. 62 と T.F. Tor-





 4 Torrance, When Christ Comes and Comes Again, p. 7.



































 7 Ibid., p. 64.































































10 Ibid., pp. 89-70.
































13 Torrance, Preaching Christ Today, p. 1.



























15 Ibid., pp. 4-6. これらの点をめぐる問題意識は，トーランスが 1976年に発表した『空間・時間・
復活』（小坂宣雄訳，ヨルダン社，1985年）の序章でも論じられ，さらに 1980年に発表した “The 




16 Torrance, Preaching Christ Today, p. 7.































18 Ibid., p. 9.
19 Ibid., p. 11.

























は愛する独り子を世に与え（ヨハネ 3 : 16），十字架の出来事を通して，世の罪を取り除





21 Ibid., p. 15.
22 Ibid., pp. 12-19.






























25 Ibid., pp. 23-24.




































































28 Ibid., p. 29.































30 Ibid., p. 7.


















































































































38 Internet-website : http://www.tftorrance.org/call-to-kirk.phpより。
